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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
掲
示
板
競
作
企
画
パ
イ
ル
バ
ン
カ
ー
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ス
テ
ー
ク
』

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
７
３
８
Ｕ

【
作
者
名
】

　
切
子
Ｑ
Ｂ
ィ

【
あ
ら
す
じ
】

　
某
掲
示
板
某
マ
イ
ナ
ー
ス
レ
競
作
企
画

テ
ー
マ
「
パ
イ
ル
バ
ン
カ
ー
」

絶
賛
晒
し
中
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（
前
書
き
）

い
つ
だ
っ
た
か
、
後
書
き
で
続
き
は
無
い
と
書
き
ま
し
た
が
、

ア
　
レ
　
は
　
嘘
　
だ
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燃
え
盛
る
炎
、
舐
め
尽
く
す
熱
。
散
華
し
た
瓦
礫
の
中
で
俺
は
目
覚
め
た
。

爆
発
の
せ
い
で
、
ビ
ル
の
一
室
の
窓
ガ
ラ
ス
は
全
て
割
れ
、
夜
の
街
の
明
か
り

が
陽
炎
を
纏
い
揺
れ
て
い
る
。

―
―
こ
こ
は
…
…
ぐ
っ
！

　
両
足
に
走
る
電
撃
の
よ
う
な
激
痛
、
朱
に
ま
み
れ
た
、
辛
う
じ
て
ま
だ
脚
の

形
を
残
す
二
本
の
肉
が
俺
の
下
半
身
に
く
っ
つ
い
て
い
た
。

―
―
こ
れ
じ
ゃ
、
も
う
空
手
は
無
理
か
…
…

　　
う
す
ら
ぼ
ん
や
り
と
そ
ん
な
事
を
考
え
る
。
冷
静
に
考
え
れ
ば
脚
ど
こ
ろ
か
、

命
さ
え
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
。

「
飛
田
！
　
生
き
て
い
る
か
！
」

　
声
と
共
に
俺
を
担
ぎ
上
げ
る
人
影
、
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
痩
身
の
男
。

「
小
木
…
…
か
？
」

　
朦
朧
と
す
る
意
識
の
中
、
俺
は
十
年
来
の
親
友
で
あ
り
、
優
秀
な
科
学
者
で

も
あ
る
男
、
小
木
の
名
を
呟
く
。

「
し
っ
か
り
し
ろ
！
　
こ
ん
な
所
で
死
な
れ
ち
ゃ
困
る
ん
だ
。
お
前
、
に
は
こ

の
マ
ス
ク
ド
ラ
イ
ダ
ー
プ
ラ
ン
一
号
機
を
着
け
て
…
…
も
ら
わ
な
く
ち
ゃ
…
…
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な
ら
な
い
ん
だ
か
ら
…
…
な
」

　
小
木
の
片
手
に
は
小
さ
な
銀
の
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
掴

む
小
木
の
手
が
血
に
濡
れ
て
い
る
。
や
が
て
ゆ
っ
く
り
と
指
か
ら
力
が
抜
け
て

い
っ
た
。

「
あ
あ
、
わ
か
っ
て
る
ぜ
。
約
束
だ
か
ら
な
…
…
お
い
！
　
小
木
！
」

　
小
木
の
横
腹
に
血
の
シ
ミ
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
。
明
ら
か
な
銃
創
だ
。

「
…
…
へ
っ
、
ど
う
っ
て
こ
た
ぁ
な
い
。
そ
れ
よ
り
早
く
逃
げ
…
…
」

　
黒
い
一
団
が
俺
と
小
木
に
立
ち
ふ
さ
が
る
。
装
甲
服
と
ガ
ス
マ
ス
ク
を
付
け

た
、
小
銃
の
牙
を
持
つ
死
の
猟
犬
共
だ
。

―
―
こ
い
つ
ら
っ
！

「
飛
田
、
お
前
は
逃
げ
ろ
！
」

　
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
握
ら
せ
、
小
木
が
俺
を
窓
か
ら
投
げ
放
つ
。

「
小
木
ィ
ィ
ッ
！
」

「
生
き
ろ
飛
田
ァ
ッ
！
　
そ
し
て
お
前
が
、
お
前
が
ス
テ
ー
ク
に
な
る
ん
だ
ぁ

ッ
！
」

　
ビ
ル
か
ら
落
ち
行
く
俺
が
聞
い
た
音
は
、
友
を
貫
く
銃
声
。

　
俺
が
見
た
光
景
は
は
舞
い
散
る
友
の
血
霧
。

　
そ
し
て
俺
が
抱
き
し
め
た
物
は
復
讐
の
た
め
の
牙
。
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二
年
後

　
関
東
地
方
都
市
、
Ｏ
市
郊
外

　
叩
き
つ
け
る
よ
う
な
足
音
が
路
地
裏
の
壁
を
叩
く
。

　
そ
れ
は
逃
げ
て
い
た
。
生
存
本
能
の
た
め
、
恐
怖
の
た
め
、
た
だ
街
の
片
隅

を
逃
げ
続
け
て
い
た
。

　
よ
た
つ
き
な
が
ら
も
、
そ
の
跳
躍
の
よ
う
な
移
動
は
人
の
速
度
を
越
え
て
い

る
。

　
ゴ
ミ
箱
を
踏
み
砕
き
、
生
ゴ
ミ
を
ぶ
ち
ま
け
る
。
邪
魔
な
ス
ナ
ッ
ク
の
古
看

板
を
真
っ
二
つ
に
切
断
、
払
い
の
け
た
。

・
・

　
恥
も
外
分
も
―
―
―
―
隠
密
性
も
機
密
性
も
な
い
、
全
て
を
か
な
ぐ
り
捨
て

た
逃
走
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
そ
れ
は
焦
っ
て
い
た
。

「
―
―
―
―
お
い
、
待
て
よ
」

　
雑
居
ビ
ル
の
間
、
突
如
現
れ
た
前
方
の
人
影
に
そ
れ
の
足
が
止
ま
る
。

「
ず
い
ぶ
ん
怯
え
て
ん
な
ぁ
…
…
化
け
物
の
分
際
で
人
間
ら
し
く
よ
ぉ
」

　
蒸
し
暑
い
夜
に
似
合
う
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ジ
ー
パ
ン
の
ラ
フ
な
格
好
の
青
年
―

―
飛
田
　
直
人
―
―
は
冷
酷
な
、
獰
猛
な
笑
い
を
浮
か
べ
た
。

　
ビ
ル
街
の
ネ
オ
ン
に
、
そ
れ
の
姿
が
照
ら
さ
れ
る
。

　
ニ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
背
丈
と
細
長
い
シ
ル
エ
ッ
ト
。
逆
正
三
角
形
の
頭
部
。

鎌
状
に
延
び
る
、
高
周
波
振
動
を
利
用
し
た
切
断
能
力
を
持
つ
両
腕
。
重
金
属
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を
含
む
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
生
体
装
甲
。

　
カ
マ
キ
リ
の
擬
人
化
の
失
敗
作
と
し
か
表
現
出
来
な
い
外
見
。
中
途
半
端
に

人
間
に
近
い
様
が
嫌
悪
感
を
よ
り
引
き
立
て
る
。

「
オ
前
ハ
…
…
何
ダ
！
？
　
ナ
ゼ
我
ラ
『
ク
ー
ゲ
ル
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
』
ヲ
狙
ウ

！
」

　
そ
の
声
は
辛
う
じ
て
人
の
言
葉
を
話
し
た
。

「
『
な
ぜ
』
か
…
…
？
」

　
飛
田
の
掲
げ
ら
れ
た
右
手
に
は
二
十
セ
ン
チ
程
の
筒
状
の
物
体
。
対
物
ラ
イ

フ
ル
の
弾
丸
の
よ
う
な
物
が
あ
っ
た
。

「
決
ま
っ
て
ん
だ
ろ
…
…
『
復
讐
』
だ
！
」

　
ビ
ル
か
ら
の
落
下
か
ら
目
覚
め
た
時
、
飛
田
の
前
に
一
人
の
男
が
い
た
。
 

「
お
や
お
や
、
も
う
目
覚
め
ま
し
た
か
。
お
丈
夫
で
す
ね
ぇ
」

　
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
全
て
を
嘲
笑
う
よ
う
に
、
笑
顔
を
浮
か
べ
る
そ
の
男
は
小
木
の

協
力
者
の
二
荒
と
名
乗
っ
た
。

　
飛
田
の
脚
は
す
で
に
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
手
術
に
よ
り
機
械
の
義
足
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
。
マ
ス
ク
ド
ラ
イ
ダ
ー
一
号
機
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
飛
田
用

に
済
ま
せ
て
あ
る
と
い
う
。
ま
る
で
悪
魔
の
如
き
手
の
回
し
用
。

「
さ
て
、
お
膳
立
て
は
す
み
ま
し
た
の
で
、
肝
心
の
あ
な
た
は
い
か
が
な
さ
い

ま
す
か
？
」
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イ
ヤ
ミ
の
よ
う
に
皮
肉
気
に
二
荒
が
問
う
。
飛
田
は
迷
う
事
無
く
、
―
―
―

―
復
讐
を
選
ん
だ
。

「
出
番
だ
、
ビ
ー
ト
ル
１
ッ
！
　
貫
く
ぜ
！
」

　
め
く
り
上
げ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
下
に
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
が
覗
く
。
電
子
的
紋

様
で
刻
ま
れ
る
レ
リ
ー
フ
は
、
抽
象
化
さ
れ
た
カ
ブ
ト
ム
シ
の
姿
。

　
勢
い
よ
く
、
手
に
持
つ
筒
―
―
チ
ヂ
リ
ウ
ム
起
爆
用
小
型
パ
イ
ル
バ
ン
カ
ー

―
―
を
装
着
す
る
。

　
カ
チ
リ
と
い
う
小
さ
な
響
き
の
後
に
、
巨
大
な
破
裂
音
が
唸
る
。
濃
縮
チ
ヂ

リ
ウ
ム
の
活
性
化
し
た
青
い
燐
光
が
飛
田
を
包
み
込
む
。

『
チ
ヂ
リ
ウ
ム
エ
ナ
ジ
ー
制
御
、
装
甲
展
開
開
始
』

　
ビ
ー
ト
ル
１
の
音
声
―
―
精
神
疲
労
を
和
ら
げ
や
す
い
と
さ
れ
る
柔
ら
か
な

女
性
の
声
―
―
が
告
げ
る
。

　
光
に
包
ま
れ
た
飛
田
、
そ
の
身
が
装
甲
に
覆
わ
れ
て
い
く
。

　
光
が
晴
れ
た
そ
の
中
に
立
っ
て
い
た
者
は
、

　
黒
い
装
甲
に
、
血
脈
の
様
に
引
か
れ
る
赤
の
ラ
イ
ン
。

　
額
に
は
、
甲
虫
を
想
起
さ
せ
る
小
型
の
角
。

　
複
眼
状
の
正
六
角
型
パ
タ
ー
ン
の
入
っ
た
ゴ
ー
グ
ル
。

　
夜
の
街
に
、
復
讐
の
魔
人
が
現
れ
る
。

「
キ
ィ
ヤ
ッ
！
！
」
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咆
哮
を
上
げ
、
カ
マ
キ
リ
の
怪
人
が
両
手
を
振
る
う
。
空
中
を
不
可
視
の
斬

撃
波
が
疾
駆
す
る
。

「
セ
イ
ッ
ッ
！
」

　
そ
れ
よ
り
も
速
く
、
魔
人
は
地
を
蹴
る
。
斬
撃
波
は
魔
人
の
い
た
背
後
の
壁

を
切
り
裂
く
だ
け
だ
。

「
ビ
ー
ト
ル
１
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ド
ラ
イ
ヴ
セ
ッ
ト
、
レ
デ
ィ
！
」

『
チ
ャ
ー
ジ
は
も
う
や
っ
て
い
る
！
　
カ
ウ
ン
ト
、
ワ
ン
！
』

　
路
地
裏
の
狭
い
夜
空
に
魔
人
が
高
く
舞
う
。
鈍
く
輝
く
三
日
月
を
背
に
、
カ

マ
キ
リ
目
掛
け
落
下
。
ベ
ル
ト
か
ら
左
膝
へ
、
青
白
い
光
が
血
液
の
よ
う
に
集

っ
て
い
く
。

「
気
が
効
く
な
お
前
は
！
」

『
集
中
し
ろ
飛
田
、
ツ
ー
！
』

　
神
の
鉄
槌
の
如
く
、
左
膝
頭
が
カ
マ
キ
リ
の
頭
部
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
刹
那
、

『
ス
リ
ー
！
　
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
！
』

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ク
ッ
ッ
！
！
」

　
左
膝
が
爆
発
音
と
共
に
眩
い
光
を
放
つ
。
膝
頭
内
部
か
ら
、
義
足
の
膝
部
の

内
部
骨
格
で
あ
る
金
属
支
柱
の
槍
―
―
パ
イ
ル
バ
ン
カ
ー
―
―
が
撃
ち
出
さ
れ

た
。
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魔
人
の
持
つ
最
強
の
牙
は
瞬
く
間
に
カ
マ
キ
リ
の
頭
部
を
貫
き
、
吹
き
飛
ば

し
て
い
く
。

　
そ
の
直
後
、
カ
マ
キ
リ
体
内
の
証
拠
抹
消
機
能
―
―
つ
ま
り
自
爆
装
置
が
起

動
し
た
。

「
け
っ
、
毎
度
派
手
に
吹
っ
飛
び
や
が
る
」

『
出
な
け
れ
ば
証
拠
抹
消
機
能
の
意
味
が
無
い
』

　
爆
発
の
中
、
無
傷
の
魔
人
が
立
ち
尽
く
す
。

「
俺
が
『
何
か
』
か
、
冥
土
の
土
産
に
教
え
て
や
る
よ
カ
マ
キ
リ
野
郎
」

　
そ
れ
は
、
貫
く
者
。
そ
れ
は
、
復
讐
者
。
そ
れ
は
挑
戦
者
。
汝
、
そ
の
名
は
、

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
―
―
―
―
ス
テ
ー
ク
だ
」

　
飛
田
　
直
人
と
ビ
ー
ト
ル
１
の
戦
い
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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